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〔令和３年度全国学力・学習状況調査の結果〕

本地区の学力の概況

は右記のとおりです。

概ね全国の平均を上

回る又は同等の結果と

なっています。

問題ごとにみると，「思考・判断・表現」に関する問題の平均正答率は，全国を大きく

上回る傾向にあり，「知識・技能」の確かな定着には未だ課題を抱えている状況にありま

す。年間を通して，学校と家庭が一体となり，熊毛地区の児童生徒に確かな学力の定着を

図っていきましょう。

〔年間を通した学力向上の取組〕

１ 「見通す－学び合う－振り返る」探究型授業の実践に特化した一層の取組

○ 「こだわりの視点」(「これだけは徹底する重点化・焦点化された取組」)を踏ま

え，児童生徒一人一人の実態に応じた「分かる授業」の推進

○ 基礎・基本の確実な定着を図る「振り返りの場」の充実による一単位時間の完結

した授業実践

２ 「各中学校区 基本的学習習慣系統表」を踏まえた「授業中における学習の構え」

や「家庭学習における学習時間や約束事」の徹底

３ 各種調査に向けた演習問題の「できるまで」を意識した継続的・計画的な実施とそ

の分析を踏まえた授業改善

10月22日(金)，今年度は，国立教育政策研

究所の小野総括研究官を講師に招き，全ての 12月12日(日)，青少年教育に対する理解

子供を対象にした「魅力ある学校づくり」に を深める研修及び子ども会活動の安全確保

ついて講話をいただきました。今後も，新た について理解を深める研修を開催しました。

な不登校を出さな 実技研修では，応急救護の方法を身に付け

いために意図的・ 「いざという時に慌

計画的に，集団指 てずに行動したい」

導の取組を点検・ と心構えをもつこと

見直しながら全て ができました。地域

の教職員で未然防 で子供を守り，育て

止の取組を進めて る環境づくりに努め

いきましょう。 ていきましょう。
〔総括研究官講話〕

〔実技研修の様子〕



10月26日(火)に岳南中学校，27日(水)に 11月14日(日)に西

一湊小学校でパラアスリートによる体験型 之表市民会館におい

授業が行われました。子供たちは，パラア て，子供たちの安全

スリートと共に車いすバスケを体験し，リ を確保するために,

アルな声を聞くことを通して，「他者のこ ＰＴＡ会員や地域住

とを自分事して考える心」「障がいとは何 民，教職員等を対象

か？」「可能性に挑戦する勇気」「夢や目標 に研修会を開催しました。

を持つ力」を学びました。今回の本物と触 参加者は，通学路の警備の在り方や巡回パ

れた体験で学んだ トロールの実施方法等について，鹿児島綜合

ことや感じたこと 警備保障株式会社や種子島警察署の方からの

をこれからの生活 講義を通して研修を深めました。地区内でも

や行動に生かして 声かけ事案が発生しているので，重大事案に

くれることを期待 つながらないよう，地域ぐるみで学校や子供

します。 の安全を守っていきましょう。

10月19日(火)に屋久島高校，10月26日(火)に種子島中央高校

で屋久島・種子島両地区の会議が行われました。「熊毛の子は

熊毛で育てる」の基本理念のもと，各教科ごとに学力向上の推

進策や共通実践事項の提案がなされました。

中高６年間で十分な学力を育むためには，読解力や語彙力，

計算力などの基礎的な力を段階的に身に付けさせることが大切

であるとの共通理解がなされました。

高校進学を控える中学校３年生時に，基礎・基本の定着や補完的な学習にどれだけ取り

組めるかが，学力向上の鍵となりそうです。

年末年始における綱紀の保持等について年末年始における綱紀の保持等について

年末年始を控え，慌ただしさが増してくる時期となりまし
た。また，忘年会，新年会等飲酒の機会が増える時期でもあ
ります。

12月10日(金)から１月10日(月)は年末年始の交通事故防止
運動期間となっておりますので，教職員のみなさんは，改め
て教職員として綱紀の保持に努め，飲酒運転や速度超過等の
交通違反・交通事故等の不祥事が発生しないよう節度ある行
動を心がけましょう。また，今年度に入り，県下で体罰事案
が発生しています。体罰は決して許されない行為であり，児
童生徒，保護者との信頼関係を損ねる上，学校不信を招くこ
とにつながります。

教職員のみなさんは，自分自身の言動が体罰に当たらない
か正しい認識をもち，児童生徒の人格を尊重した指導を行い，
体罰の未然防止に努めましょう。

〔高校の学力の現状等の説明〕

〔試合前の様子〕

〔講義の様子〕


